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「中央新幹線阿島北高架橋ほか新設工事における環境保全について」 

に対する助言 

 

 

１ 全般 

(1) 工事の実施及び工事用車両の運行に当たっては、環境保全措置を確実に実施すると

ともに、必要に応じて追加の環境保全措置を検討し、地域住民の生活環境及び自然環境

への影響を回避又は最大限低減するよう努めること。 

(2) 工事の実施に当たっては、関係機関や地域住民等との連絡、調整及び協議を丁寧に

行うとともに、環境保全措置の実施状況等について、定期的な確認と積極的な公表を行

うこと。 

 

２ 水環境 

(1) 工事排水の放流箇所の河川下流側のみではなく、上流側においても同時に水質の調

査を行い、工事による河川の水質への影響を的確に把握すること。また、壬生沢川から

取水している飲井及び蒔坪井においても、水質調査を行うこと。 

 (2) 壬生沢川、井水及び工事の対象範囲周辺における地下水の利水状況を適切に把握し

た上で、それらの水資源の利用者に対して、工事の実施により想定される水資源への影

響の程度や環境保全措置の内容を丁寧に説明すること。 

また、影響が生じた場合の対策について事前に検討し、関係機関や利用者と共有する

とともに、工事中に影響が考えられるときは、追加の環境保全措置を行うこと。 

(3) 工事による濁水が周辺に生息する魚類等に影響を及ぼさないよう十分配慮すること。

また、工事排水の放流に当たっては、漁業権者である下伊那漁業協同組合、河川管理者

等の関係機関と十分な協議を行い、必要な対策を講じること。 

 (4) 壬生沢川における工事排水の放流箇所と、井水の取水口との位置関係を「中央新幹

線阿島北高架橋ほか新設工事における環境保全について」において図示すること。 

 

３ 土壌汚染 

トンネル掘削に伴う要対策土が発生した場合は、対応方針について関係機関と十分に

協議するとともに、地域住民へ丁寧に説明すること。 

 

４ 植物 

ミスミソウの移植地においては、周囲の樹木が茂っていない春季と、群落が最もうっ閉

している時季の少なくとも年２回は光環境を測定すること。また、周辺の競合植物の伐採

等、生育環境の維持管理を行うこと。 
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５ 日照阻害、電波障害 

  工事施工ヤードや完成後の構造物が住居等に近接していることから、生活環境への影

響を最大限低減するため、環境保全措置を確実に実施するとともに、その効果をより具体

的に示すこと。また、工事中においても、影響が考えられるときは、対策を関係機関と共

有し、追加の環境保全措置を行うこと。 

 

６ 景観 

完成後の構造物の景観への影響について、工事箇所に隣接する居住地を視点場とした

フォトモンタージュの作成等により具体的に示すとともに、地域住民に丁寧に説明する

こと。 

 

７ その他 

(1) 工事用車両の運行ルートでは、特産物である市田柿等の果樹栽培が盛んであること

から、工事用車両の運行に伴う粉じんによる影響が生じないよう十分配慮すること。 

(2) 伊那山地トンネル坑口付近の法面は、近年の豪雨により崩壊等が生じていることか

ら、周辺の地形及び地質の状況を踏まえ、排水管理を含めた適切な工事計画とするこ

と。 

(3) 工事用車両の運行については、周辺に飯田養護学校、小中学校等が存在することや、

生活道路が使用されることから、歩行者や一般車両の安全が確保されるよう、学校関係

者や地域住民等と協議や調整を十分に行い、必要な対策を積極的に講じること。 


